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Modeling emotions with response styles and uncertainty

回答スタイルに加え不確実性まで扱う感情のモデル化と評価

主観的な気持ちを客観的にとらえる

どんな研究
他者の感情理解はコミュニケーションの本質に関わります。しかし、主観を問う質問への回答を通して感情を
理解しようとすると、その人の回答のクセや主観の曖昧さに邪魔されます。この回答のクセと曖昧性を数理モ
デル化することで主観的な感情に客観的にアプローチします。

どこが凄い
主観を問う様々な質問への回答からその人の回答のクセや同じ質問でも聞かれる度に回答が異なる「曖昧さ」
を統計的に見抜きます。感情表現のおおげさな人、控えめな人、感情の認識があいまいな人でも、その人の回
答の背後にある本当の感情をあぶり出します。

めざす未来
人々のコミュニケーションは複雑で、感情表現や認知は人それぞれです。クセや曖昧さまでを含めて人の感情
を理解できるＡＩを作ることで、曖昧なコミュニケーションによって生じる人々の間の気持ちのすれ違いを減
らし、より共感しあえる社会をめざします。
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